
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 奈良県ユニセフ協会の設立目的 

奈良県ユニセフ協会は、奈良とい 

う平和で豊かな文化を世界に発信す 

る地で、サポーターとしてユニセフ 

の役割の一端を担い、活動が一層発 

展し、国際協力の輪が大きく広がっ 

ていくことを目的に設立されました。 
 

■ 奈良県ユニセフ協会ができるまで 

1982年 奈良市の主婦たちが、地域公民館の文化祭で、カード販 

     売やパネル展示を行いユニセフ協力を呼びかける。 

1992年 活動に共鳴する人が集まり、さらに活動を広げるために 

「日本ユニセフ協会西奈良友の会」が設立される。 

2001年 西奈良友の会活動の発展にともない、日本ユニセフ協会 

の８番目、そして関西初の地域組織として、「日本ユニセ 

フ協会奈良県支部」が設立される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年 日本ユニセフ協会の公益財団法人への移行に伴い「奈 

良県ユニセフ協会」へ名称を変更。日本ユニセフ協会 

と協力協定を締結し、広報・募金・学習支援など、ボ 

ランティアの協力のもとに様々な活動を行ってきた。 
 

■ 奈良県ユニセフ協会の活動 

奈良県において、ユニセフの役割 

の一端を担い、募金活動をはじめ 

ユニセフ活動や世界の子どもたち 

の様子について知らせる広報活動 

等に取り組んでいます。 

広報活動：出前学習、講演会、写真 

 パネル展、シネマの集い、イベン 

 トへのブース出展 

募金活動：街頭募金、支援ギフト募 

金、ラブ・ウォーク、外国コイン 

募金、使用済切手の回収 

ユニセフ支援活動の推進：ユニセフ 

支援団体や学校とのネットワーク 

づくり等 

 

「アグネス大使 

ニジェール訪問」 

期間 １０/５～１０/１７ 

会場 奈良県立図書情報館 
 

開発から取り残された国 
ニジェール  

 

奈良ユニセフだより 

２０ th Anniversary  
奈良県ユニセフ協会 
設立２０周年 
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おかげさまで 

奈良の地で活動がスタートして３９年 
 

 

1982 年、奈良の地で１人の女性がユニセフカードの販

売を始めたのがきっかけとなって、ユニセフ活動に共鳴す

る人が集まり、10年後の 1992 年に「西奈良友の会」が

結成されました。さらに、より一層の活動の広がりを求め

て、2001 年に「日本ユニセフ協会奈良県支部」が設立さ

れました。そして 2021 年、奈良で活動が始まって 39

年、県ユニセフ協会の設立から満 20 年を迎えました。   

奈良県ユニセフ協会 

設立２０周年 

記念の集い 

 

「設立２０周年記念の集い」 開催のお知らせ 

「西奈良友の会」設立時 
のメンバー １９９２年 

 

 

小学校での出前学習会 

高校生と一緒に街頭募金 

「日本ユニセフ協会奈良県支部」 設立総会  ２００１年 

20 

    
日時 ２０２1年１０月１７日（日） 
            14：00～16：30      

会場    東大寺 金鐘ホール 
〈東大寺総合文化センター内） 

 

 

１部 ２０周年記念式典 
 

２部 合唱組曲 上演 
「川を流れてきたお地蔵さん」 

写真パネル展の開催 

 

イベントへのブース出展 

@日本ユニセフ協会/2019/M.Miura      

予告です 

アグネス大使が出

会ったニジェール

の子どもたちの物

語を紹介します。 

 

th
 

 

 



 

「日本型子どもにやさしいまちづくり事業」 

ユニセフ 本格実施へ移行 
 

  

 

■ 子どもにやさしいまちづくり事業とは？ 

子どもにやさしいまちづくり事業

（CFCI）は、1996 年に開催された

第 2 回国連人間居住会議（ハビタット

2）で提唱され、発足しました。当初

は、開発途上国での急速な都市化そし

て人口増に対処する目的で始められましたが、今では開発途上国と

先進国の両方で展開される活動になって来ています。 

子どもに「やさしい」というのは、高齢者や女性にも「やさし

い」という事です。そのために、子どもを含めて皆が「自分から」

この事業に参加するという事が大切な要件となります。全てのまち

を暮らしやすいまちにするには、ユニセフのスローガンである"子ど

も最優先"がポイントになります。 
 

■ 事業の取り組み状況 

日本ユニセフ協会は 2014 年８月 

より「子どもにやさしいまちづくり 

事業」の活動を始め、現在では「日 

本型子どもにやさしいまちづくり事 

業（CFCI）委員会」が中心となり本 

活動を展開しています。 

日本型子どもにやさしいまちモデ

ルを作成し、このモデルが日本の自治体での子ども育成施策等に関

する有効な指標として機能するのか、2018 年から２年間、５つの

自治体（北海道・ニセコ町、安平町、宮城県・富谷市、東京都・町

田市、奈良市）の協力を得て進めてきました。その検証作業が

2020 年 10 月に無事終了、2021 年 4 月、本格実施に移行しま

した。（日本ユニセフ協会 HPより） 
 

■ 奈良県ユニセフ協会の取り組み 

上記の取り組みを受け、６月２２日、日本ユニセフ協会主催で開

催されたイベントにおいて日本型 CFCIの正式開始が発表されまし

た。子どもにやさしいまちづくり事業では、市町村の政策や法律、 

 

 

 

 

 

 

 

事業、予算などにおいて、どのように子どものためになってい

るかが問われます。奈良県ユニセフ協会がある奈良市では、従

来より子ども未来部子ども政策課が設置され、子どもにやさし

いまちづくり事業に積極的に取り組んでおられます。我々とし

ても、奈良市の活動に対して何らかの形での連携を模索してゆ

きたいと思います。 

 

 

 

子どもにやさしいまちを作る９つの基本構造 
 

1.子どもの参画：子どもの意見を聞きながら、意思決定過

程に加わるように積極的参加を促すこと。 

2.子どもにやさしい法的枠組み：子どもの権利を遵守するよ

うに法制度的な枠組みと手続きを保障すること。       

3.都市全体に子どもの権利を保障する施策：子どもの権利条

例に基づき、子どもにやさしいまちの詳細な総合計画と行

動計画を定めて実施すること。 

4.子どもの権利部門または調整機構：子どもたちの将来を見

据えて、地方自治体の中に優先すべきことを保障する永続

的仕組みを構築すること。 

5.子どもへの影響評価：子どもに 

関わる法律や施策、そして事業 

について実施前、実施中そして 

実施後に子どもへの影響を評価 

する制度化された手続きが保障 

されること。 
 

6.子どもに関する予算：子どものために適当な資源と予算が

使われているかが調査されることを保障すること。 

7.子どもの報告書の定期的発行：子どもたちと子どもの権利

についての実情について十分なモニタリングとデータ収

集が保障されること。 

8.子どもの権利の広報：大人や子どもの間に子どもの権利に

ついて気づくことを保障すること。 

9.子どものための独自の活動：子どものオンブズマン、子ど

ものコミッショナーなど、子どもの権利を促進するために

活動している NGO や独立した人権団体の支援をするこ

と。 
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５つの自治体から検証作業を通じ

ての発見、今後の展望について 

報告がなされた (2021.2.16) 

 

© UNICEF/NYHQ2009-0178/Pirozzi 

パンデミック宣言から約１年。 

この間、途上国の子どもたちを取り巻く環境は 

急速に悪化しました。 

史上最大のワクチン接種事業で 

基礎社会サービスを復旧させ、 

子どもの命とみらいを守るユニセフの挑戦に、 

ぜひともみなさまのご支援を！ 

「新型コロナウィルス緊急募金」にご協力ください！ 

©日本ユニセフ協会/2021 

 

 

*********************************************** 



 

:********************************************************* 

２０21年 ６月５日  

第３回シネマの集い  開催 

「ライオン～２５年目のただいま」 

会場 奈良公園バスターミナルレクチャーホール 

******************************************************** 

今年の「シネマの集い」は、コロナ感染防止対策の下、６月５

日に奈良公園バスターミナル

レクチャーホールにおいて、

約 100 名の方にご参加いただ

いて開催しました。 

また、会場ロビーにて支援

ギフトとユニセフパネルの展

示も行い、ユニセフ活動の紹介を行いました。 

今回の映画「ライオン/25 年目のただいま」は、インドで 5 歳

の時に家族と生き別れになり、その後オーストラリアで成人した

主人公が Google Earthを使って故郷を探し出し、肉親と再会し

た…という実話をもとに、児童労働やストリートチルドレン、人

身売買等、子ども達が直面する過酷な問題を 5 歳の少年の目を通

して描いた作品です。 

上映後、参加下さった多くの方々から映画への称賛をいただ

き、会場も好評でした。コロナ禍で

活動の制限を受ける中、久々にボラ

ンティアが集まり、協力し合って無

事に「シネマの集い」を開催出来た

ことを嬉しく思いました。 

これからも映画を通して、世界の子どもたちが置かれている状

況を知る機会を持ちたいと思います。 

（Google Earth 衛星写真で世界中を見ることが出来る 3D地図 

ソフト）               （ボランティア A） 
 

********************************************************* 

２０21年 ６月  奈良県ユニセフ協会で初めて 

     オンライン授業を実施  

「奈良女子大学付属小学校」  「大安寺小学校」 

********************************************************** 

６月２３日、奈良県ユニセフ協会で初めてオンライン出前学習

会を実施しました。奈良女子大付属小学校よりオンライン実施の

要望があり、日本ユニセフ協会のサポートを得て、学校―日本ユ

ニセフ協会本部―奈良県協会という３局体制で実施。２度の綿密

な事前リハーサルにも関わらず当日は不測

のトラブルが発生しましたが、無事１時間

３０分の授業を終了。  

体験学習ができないものの８件のQ＆A

もあり、生徒たちにとって充実した授業 

であったと思います。講師側

としては、生徒たちの反応が

判りづらいこと、またハード 

の充実とバックアップ体制の

必要性を実感しました。 

 ６月３０日には、大安寺小学校とオンライン出前学習会を、学

校―奈良県協会の２局で行いました。先生にもＤＶＤの操作を行

っていただき、運営面で両者が役割を分担して取り組みました。  

 

********************************************************* 

２０21年 ３月１６日 

奈良県経済倶楽部 火曜午餐会３月例会 

県ユニセフ協会が講演  

「世界の子どもたちとユニセフについて」 

      ～生まれた時から危機の中～ 

********************************************************** 

２０２１年３月１６日、県ユニセフ協会は奈良県経済倶楽部の

火曜午餐会３月例会に招かれ、「世界の子どもたちとユニセフに

ついて～生まれた時から危機の中～」という内容で講演を行いま

した。 

今回の講演は、新型コロナ感染防止のため毎年実施している街

頭でのハンドインハ

ンド募金が中止とな

り、県ユニセフ協会

の役員団体の県経済

倶楽部に募金協力を

お願いしたことが発端となって実現したもの。 

例会には菊池攻会長をはじめ会員約２０名が参加。県ユニセフ

協会から「２年目に入った新型コロナウィルスの感染拡大。ユニ

セフは、幼い命を感染症から守りながら、母子健康や栄養治療な

ど従来の支援活動も継続して行う責務を担っている。ユニセフの

活動は、皆様の支援によって支えられている。」と報告するとと

もに、活動への協力をお願いしました。 

―――――――――――――――――――――――――― 

 

２０21年 1月～7月 活動報告 

ドングリ  奈良の鹿愛護会に寄贈 

 

４月２０日、事務所に保管していましたドングリ約６０kg

を奈良の鹿愛護会に寄贈しました。 

奈良公園等で募金活動を行う際、募金者へのお礼にお

渡ししていたドングリ。 鹿に優しく、また食べて喜ぶドング

リ。 この度、鹿愛護会から、餌が原因で事故に遭う鹿が増

えていることから、 「鹿せんべい以外は、鹿へ食べ物を与

えないで」 との要望が出され、 

募金活動のために収集していた 

ドングリを寄贈したものです。 

（ボランティア M．KANEKO） 



 

 

 

 

  オンライン募金、オンライン会議、オンライン学習会― 

新型コロナ感染拡大防止策としてユニセフの活動にも次々 

と「オンライン○○」が導入されています。私にとってこ 

の急速な進み方は想定できなかったことです。 

オンラインの導入によって何かと便利になる反面、スマ 

ホやパソコンを持っていない、持っていても不慣れで使い 

方がわからない等の理由で、オンラインを利用できない人 

にとっては折角の便利さを享受出来ません。 

今後、コロナ禍が終息してもこの動きは続く 

ことでしょう。“誰ひとり取り残さない”よう、 

オンライン○○とともに、オンラインに不墳れ 

の人でも困らない社会の実現を期待したいものです。（I.Y) 

 

 

            

 
 
 

「使用済み切手」を集めています。皆さまのご協力を 

お願いします。 
 

消印を押された使用済み切手も、換金され募金として役

立っています。お寄せいただいた使用済み切手は、開発途

上国の子どもたちの命と健康、 

権利を守るためのユニセフ（国 

連児童基金）の活動に役立てさせ 

ていただきます。  
    

切手は無理に剥がさずに、切 

手の回りに１センチほどの余裕 

を持って切り取って下さい。    

       

使用済み切手のほかにも集めています。 
  

未使用切手 書き損じハガキ 使い残しハガキ  

＊奈良県ユニセフ協会事務所へご持参ください。 

＊郵便で奈良県ユニセフ協会事務所へお送りください。    

 

 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

旅行や出張で海外に行ったことがある方なら、余ったコイ

ンや紙幣がお手元に残っていませんか？ 

 一部の国の紙幣を除けば、外国通貨は 

日本では両替することができません。記 

念品やおみやげにするのも楽しいですが、 

余ったコインを世界の子どもたちのため   

に役立ててみてはいかがでしょうか。    

日本ユニセフ協会では民間企業 5 社の協力をいただき、

こうしたコインを海外に輸送することでユニセフの活動資

金にする「ユニセフ外国コイン募金」を行っています。 

ご協力をお願いいたします。 

＊奈良県ユニセフ協会事務所へご持参ください。 

＊普通郵便や宅配便で奈良県ユニセフ協会事務所へ 

お送りください。（送料はご負担願います。）     
 

 

 

 

 

 

 

      

 

                奈良県ユニセフ協会 

〒630-8253 

奈良県奈良市内
な

侍
し

原
はら

町 6 番地の１ 奈良県林業会館２階 

TEL：0742-25-3005 / FAX：0742-25-3008 

E-mail：unicef-n@m4.kcn.ne.jp 

ホームページ：http://www.unicef-nara.jp/ 

※事務所開所日： 月・火・水・木  １１：００～１６：００ 

 募金して頂ける方、ユニセフＤＶＤ等の資料をご入用 

の方、ユニセフ支援ギフトにご協力いただける方など、 

お気軽にお越しください。 

 

 

 

 

編 集 後 記 

2021.8 

至：ＪＲ奈良駅 

●興福寺 

事務所マップ 

●奈良県庁 

猿沢池 
☆ 

旧事務所 

も
ち
い
ど
の 

商
店
街 

東
向
商
店
街 

奈良女子大学 

奈良県ユニセフ協会 
奈良県林業会館 ２階 

 

小
西
通
り 

 近鉄奈良駅  

高天交差点 

中部公民館● 

至：鴻之池競技場 

使用済み切手回収 

ボランティア募集 

奈良県ユニセフ協会では、下記の活動を手伝っていた

だけるボランティアを募集しています。 

学生の方も大歓迎です。 

世界の子どもたちの現状、ユニセフやボランティア活

動に関心をお持ちの方、私たちと一緒に楽しく活動を始

めませんか。 

お気軽に事務所までお問い合わせください。 

◆ 募金活動 

◆ イベント参加 

◆ ユニセフ学習会講師 

◆ 機関紙発行 

◆ 事務所でのお手伝い 

外国コイン募金 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://blog-imgs-48-origin.fc2.com/m/a/p/maplab/houi_1128.png&imgrefurl=http://maplab.blog.fc2.com/blog-entry-27.html&h=128&w=128&tbnid=Qc93G4AY5-pQJM:&docid=ZV88-XTQeO5UmM&ei=dXyHVtflGKG5mAXS5oyYDQ&tbm=isch&ved=0ahUKEwiX9NnWzYrKAhWhHKYKHVIzA9MQMwghKAEwAQ

